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"Take in Open Sight" : The Faerie Queene
第6巻 にお け る恋愛の プ ライバ シー
竹村 はるみ
 15世 紀か ら16世 紀 にか けて、 プ ロテス タン トは中世教 会 の結婚 に関 す る
教会法規定 に数 々の疑 問点 を見 出 し、婚姻制度 の見直 しはその改革要 因 の一
っ とな ってい った。1)婚 姻手続 きの組織化、 及び教会に よる統 制 を 目指 した
プ ロテスタ ン トの異議 の矛先 は、先 ず旧制度 におけ る秘 密結 婚 の合法性 に対
して向 け られた。結婚 の秘蹟(sacrament)性 を重視 した従 来 の教会法で は、
婚 期 に達 した男女 は原則 と して本人 の合意 のみで結婚 する ことがで きた。 婚
姻 は神 の成 す ところであ る とい う考 えの もとでは、 例え結婚 が本人 のみ によ
り証人 な しに行われ て も、誓約 が床入 りによ って完 了(consummate)さ れ
た場合、 それは もはや分 かっ ことのできない絆 であ ると考 え られ たためであ
る。 この結果、親 の承認 を経 な い秘密結婚 は後 をたたず、 プロテス タン トは
こう した婚姻法 を青少年 の無 思慮 な結婚 を助長 する ものと して激 しく糾弾 し
た。 改革派 の秘 密結婚 反 対 の運 動 は、1604年 の英 国国 教会 法 に反 映 され、
そ こで は教会 にお ける結 婚 と結 婚予告 の公表(banns)が 義務 づ け られ、 式
の行 わ れ る時 や場 所 に関 す る厳 しい制 約 が 取 り決 め られ た。2)Philippe
Aribsの 言 う、"the business of publicizing marriage"が 教 会 によ って推
進 され、中世 に あって はあ くまで私的 な慣例 とされた結婚 は次第 にその公表
性(publicity)を 要 求 され るよ うになってい った ので ある。3)
 この事情 をふ まえ てEdmund SpenserのThe Fαerie Queene第6巻 を
検 討す ると、詩 人の恋愛 観 の新 た な側面が明 らか になって くる。 批評家達 は
一 致 して、 この巻 におけ るpublic/privateの テ ンシ ョンを指摘 して きた。
礼 節(courtesy)の 騎士Calidoreは 、巻 の半 ば で妖精 の女 王 に誓 った使 命
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を放棄 し、Pastorellaと の恋 に生 きるべ く牧 人 の生 活 に入る。 Harry Berger
Jr.に よれば6巻 は、詩人 の"an attempt at once to cope with justice
at the personal and social levels"で あ り、 Richard Helgersonは
"conflict between private inspiration and public function"を 論 じる。4)
この拮 抗 を反映す るかのよ うに、 第6巻 で表 され る礼 節の評価 も大 き く二 っ
に分 かれ る。 これ を公徳 と解釈 す る批評 家 に とって は、後 に再 び宮廷 か ら課
せ られた使命の達成 に赴 くCalidoreは 、 私事 を公務 の犠 牲 に して国家 に尽
くすCicero型 英雄 の権化 とな る。5)一 方 、一 時 とはいえ愛 の ため に公 務 を
捨 てるCalidoreに 注 目す れば、 Spenserは 心 の内面 や私的 な空間 を重 視 し
た プ ライバ シー擁護者 となる。6)本 稿で は、 第6巻 で顕著 に見 られ る秘 密結
婚 の問題 に焦点 を当て、 当時 の社会 事情 との比較 検討 を通 じて、 恋愛 におけ
る公私 の葛藤 に対す る詩人 の立場 を考察 して い きた い。
1
 Calidoreは 旅 の途 中で、 Pr?cillaとAladineと い う、 親 にそ の結 婚 を
反対 されて いる若 い恋人達 に出会 う。 貴族 で あるPriscillaの 父親 は、 彼女
を さる裕福 な男 性 と結婚 させ よ うと して いたが、Priscillaは 身分 の低 い騎
士Aladineを 愛 し、二人 は父親 の 目を盗 み森 で逢 瀬 を重 ねて い た。 二 人が
「森 の中 の人 目にっ かぬ一 角」`acouert glade/Within a wood'(VI. ii.
16)7)で 密 か に落ち合 った折、別 の騎士 が偶 然そ こを通 りかか る。Priscilla
の美貌 に 目をっ けた騎士 はAladineが 妬 ま し くな り、彼女 を力 ず くで奪 お
うと、油 断 して いたAladineに 切 りかか り重傷 を負 わせ る。 恋 人 が 倒 れ た
の を見 るや、Priscillaは 恐怖 に駆 られて茂み に身 を隠 す。
 この エ ピソー ドは、 第4巻 に登 場 す るﾆmyliaの 苦 難 を想起 させ る。
ﾆmyliaもPriscillaと 同様、身分 の低 い従 者 を愛 し、 彼 と駆 け落 ちを し
よ うと森 の中で待 ち合わせ るが、約束 した場所 に恋人 はいず、森 に住 む淫乱
な野蛮人 「欲情」(Lust)に さらわれ監禁 され る。 Mark Roseは 、 この挿
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話 を、親 の意志 に背 いた結 婚 をす る ことによ り生 じる危 険を若 い女性 に説 い
た もの と解釈 して いる。8)ﾆmyliaと 、 Aladineと の関係 を 「永遠 の絆 で結
ばれた」`for euer bound'(VI. ii.43)も の と主張 す るPriscillaの 第一
の共 通点 は、二人 と も親 の同意 を経ず に結婚 の約束 を交 わ している とい う点
であ る。 イギ リスで は他 の新教 国 と異 な り、 カ トリック教 か ら離脱 した後 も
結 婚 は引 き続 き秘 蹟 として扱 われ た。 そのため、婚姻 に関す る親 の同意 の強
制 の法律化 は遅 れ、Alan Macfarlaneに よれば18世 紀 に至 るまで親 の 同意
のな い結婚 も合 法 とされた。9)当 然 なが ら、人 目を忍んで結 婚 す る男 女 の数
は増 える一方 で、 プ ロテ ス タン ト説教者 は、 こう した秘 密結婚 に対 して常 に
警鐘 を鳴 ら し続 け た。 例 え ば 、 当 時 ロ ン ド ンで 人 気 の 高 か った 聖 職 者
William Gougeは 、結 婚 を"a kind of publike action"、 対 す る秘 密結
婚 を"such as are made in private houses, or other secret places...
or in the night time"と 定義 した上 で、秘密結婚 の破滅性 を次 のよ うに示
して いる。"As such seeking of secrecie taketh much from the honour
and dignitie of mariage, so it implieth some euill cleaning thereto .
. There is little hope that such mariages should haue any good
success."10)Priscillaとﾆmyliaの災難 は、 Spenserが 、 秘 密結 婚 を不吉
な もの として それ が もた らす危険 を強調 した エ リザ ベス朝社会 の極 めて オー
ソ ドックスな結婚観 を有 して いた ことを示 して いると言え よ う。
 さらに注意すべ きPriscillaとﾆmyliaの エピソー ドの共通点 は、 女性
の方が相手の男性より社会的に上の階級に属すること、及び二人 とも逢引の
最中に暴行 ・拉致の危機に見舞われることである。11)この2点 は密接 に関係
しており、ルネサンス社会における上流階級の女性が秘密結婚に対 して抱い
ていた恐怖感を表 している。結婚 とそれに続 く出産は、富の伝達の重要な媒
介手段であり、結婚前の女性 の処女性 と貞操 は、家督の正当な継続のために
過度 ともいえるほど厳重 に守 られた。 処女性 は、 結婚 市場(marriage
market)の 重要 な資本であった。貞節に関 しては明らかに二重標準(double
standard)が 存在 し、結婚前 の男性が性生活の自由を謳歌 したのに対 して、
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女性のいわゆる不身持 はゆゆ しい罪悪であった。12)したがって、女性の社会
的身分が高ければ高いほど、秘密結婚 はいわば自分の貞操 を賭 した危険な賭
であった。また、それは絶えず財産 目当ての誘惑や誘拐の危機をはらんでい
た。13)現実にそうした事件は多 く、16世 紀 には、貴族の一人娘 と誘拐紛 い
に秘密結婚す る者を手助 けした牧師を厳罰に処す法律が定められたほどであ
る。14)
 恋人 との密会 に赴 いた女性 が貞操 の危機 に さらされ るという筋立 て は、秘
密結婚 に対 す る考 えの別 の重 要な側面 を表 してい る。ﾆmyliaは 、 待合 せ の
場所で恋人 で はな く 「情 欲」 に出 くわ し、PriscillaもAladineと「愛 の楽
しみ に耽 ってい る」`in ioyous iolliment/Of their franke loues'(VI. ii.
16)最 中、好色 な騎士 に出会 う。道徳 的寓意 と して これ らのエ ピソー ドを解
釈すれ ば、彼 らの恋愛 自身が肉欲 の犠 牲 にな って いる ことが こ こで示 唆 され
て いる もの と考 え られ る。 プロテス タ ン トは、 秘密結婚 、 とりわけ若 い男女
の それを性欲 のみに駆 り立て られ た関 係 と見 な した。 プ ロテス タ ン ト同様、
秘密結婚 に対 して強 い嫌 悪感 を示 したErasmusは 、 こう した結婚 を、 性欲
に基づ く盲 目な愛 とい う点で は姦通 と何 ら変 わ ると ころはないと して、 徹底
的 に糾 弾 した。15)実際、 プ ロテ ス タ ン トの婚 姻観 に おい て秘密 結 婚 は姦 淫
(fornication)と 同罪 として扱 われ たので ある。
 George E. Roweは 、 PriscillaとAladineが 密 会 す る森 を世 間 の邪 悪
に対す る逃避地 と捉 え、二人 の愛 を乱 す無法 な騎士 は"negative publicity"
を象徴 す る もの と解釈 して いる。16)確か に、礼節 をわ きまえずに他人 の恋 を
邪魔す る騎士 に詩人 の批 判が こめ られて いるの は間違 いな い。 しか し以 上見
て きた ように、森 は安 らぎの空間 とい うよ りはむ しろ恐怖 や危険 と隣合 わせ
の場所 で あ り、PriscillaとAladineの 恋 愛 のあ りか たその もの も疑問視 さ
れ てい ることは否定 し難 い。
 Spenserは 、 第6巻 の 冒 頭 で 「礼 節 と は 宮 廷 に 由 来 し た 言 葉 で あ る よ う に
思 え る」(`Of Court it seemes, men Courtes? doe call')(VI. i.1)と 述
べ 、 礼 節 と 宮 廷 作 法 を 結 び っ け て い る。 宮 廷 愛(courtly love)の 価 値 観 に
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お い て は、プ ライ バ シー や 秘 密 は、言 わ ば恋 愛 の基 本 条 件 で あっ た 。17)
秘 めた 恋心 こそ 高尚で あ り、 自分 の 恋を公 けに吹聴 す るよ うな言動 は 恥 ず
べ き行 為で あ った。12世 紀 の フ ランス、Poitiersの 宮 廷 で生 活 し、 そ の
恋愛観 をThe・Ort of Courtly Loveと して著 したAndreas Capellanusは 、
31箇 条 の宮廷 愛 の原則 を記 して い るが、"When made public love rarely
endures,"を その条項 に含 め、 恋愛 のプ ライバ シーを評価 して いる。18)し か
し、恋愛 にお けるpublic/privateの 問題 に関す るSpenserの 認 識 は、 宮
廷愛 の伝統 か らは大 きく逸脱 した ものであ った と言え よう。隠す とい う行為
が他人 の妬 みや誤解 の原 因 にな り得 る危険性、 現実の宮廷 に渦巻 く中傷 の罠
を詩人 は常 に意識 していた よ うに思 える。 そ して、廷臣の結婚 を過度 に嫌 っ
た エ リザベスー世 の宮廷 で は、 まさに秘密結婚 が頻繁 に行 われ た。Earl of
Leicester、 Earl of Essex、 そ してSir Walter Raleghと 、 Spenserの パ トロ
ン達が揃 って秘密結婚 を し、 その ために女王 の寵愛 を失 って いるこ とは注 目
に値 す る。次章 で は、Raleghの 秘密結 婚を取 り上 げ、 それ を寓 意化 した第
6巻 のSerenaの エ ピソー ドを考 察す る。
II
 PriscillaとAladineは 、 CalidoreとTristramによ り災 難 か ら救 わ れ
る。 無 法 な騎 士 は殺 され 、CalidoreはPriscil正aを手 伝 い、 傷 っ い た
Aladineを 彼 の家 まで運 ぶ。 しか し、 Priscillaの 苦 悩 は これで終 ったわ け
で はない。重 傷を負 った恋 人 の身 を案 じるPriscillaで あるが、実 はそれ以
上 に自分 の評判 を失 うのを恐 れて いる。父親 に隠 れて恋人 と密会 して い る最
中 に襲われ る とい う不幸 な出来事 により、「自分 の評判 は一 体 ど うな る もの
や らと考 え て は」`With thinking to what case her name should now
be brought'(VI.血.6)ため息 をつ くので ある。加えて、 Aladineの 看 病
に一 夜を費 や した以上、家 に帰 らなか った理 由を父親 に何 と説明 した ものか
とい う問題 も生 じて くる。 思 い余 ったPriscillaの 相談 を受 けたCalidore
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は、彼女 を父親 の家 まで送 り届 ける ことを約束 す る。 そ して、Priscillaが
「純潔で、何 のや ま しい ところ もな い」`Most perfect pure, and guiltlesse
innocent'(VI.撚.18)ことを証 明す るため に、先 に彼女 を辱 め よう とした
騎士 の首 を父親 に見せ る。
 ここで社会的背景 となっているのは、秘密結婚 は絶えず醜聞 の格好の話
題となったことである。 しか も、前 に述べた処女性に関する二重標準のため、
それが女性にとってより深刻な問題であったことは言 うまでもない。 プロテ
スタントもこの点を憂慮 しており、例えば、秘密結婚 には理論的には反対で
あったLutherが 、既に性的交渉を持 ったカ ップルにはそのまま結婚する
ように説いたのは、女性が 醜聞 の犠牲になるのを防 ぐためであった。19)結
婚前に処女を失 った女性、 とりわけ妊娠 した女性は、世間の批判 と好奇の目
にさらされたのである。Priscillaの 苦悶、 Cahdoreの 気配 りは、 こうした
当時の社会事情を反映 しているものと思われ る。
 Priscillaの 処女 性 に関す るCalidoreの 弁 明が はた して 真実 で あ るか 否
か はと もか く、彼女 の名誉 とプライバ シーを重 ん じるCalidoreの 礼 節 が、
詩 人の賛美 の対象 にな って い る こ とは間 違 い な い。Priscillaは 、 Calidore
の宮廷人特有 の レ トリックに より"the wall of private life"の 背 後 に安
全 にか くまわれ る。20)しか しもちろん、 これ は必ず しも、詩人が恋愛 の秘密
性 を高 く評価 したことを意味 す るわ けで はな い。秘密 恋愛 に対 す るSpenser
の道徳 的立場 は、む しろその危 険性 の認識 に見 られ る。詩人 は、秘 密結婚 と
醜聞 とい う主題 をす ぐ後 に続 くSerenaの エ ピソー ドで再 び取 り上 げ、 社
会 を無視 して恋愛の プライバ シーに固執 す ることが招 く問題 を改 めて読者 に
喚起 す るのであ る。
 Priscillaを 無事 に家 まで送 り届 けたCalidoreは 、 妖 精 の女 王 に命 じ ら
れた 「か しま しい獣」(Blatant Beast)退 治 の探求 を続 け るが 、 再 び一 組
の恋人達 に出会 う。Calidoreは 、 SerenaとCalepineが「人 目にっ か ぬ木
陰 で」`ln couert shade'(VI.血.20)休 息 して いると ころへ偶然 来合 わせ
る。 ここで注意 してお きた いのは、隠 れ た場所 で愛 を楽 しむ恋人達 が他 人 に
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邪魔 され る とい う設定 が繰 り返 され て い る こ とで あ る。 そ して、Galepine
もAladine同 様、 武具 を脱 いだ姿 で登場す る。後 に、 Pastorellaと の恋 に
落 ち たCalidoreが 武具 を脱 いで牧人 の衣 服を まと うことに象徴 され る よ う
に、 武具 は男 性 の公 的社会 を表 し、私生活 を表す女性 との恋愛 と対比 されて
い る。21)Calidoreは 、 知 らず に とはいえ二 人の楽 しみの邪魔 を した こと を詫
び、 騎士Calθpineと 語 らい始 め る。 一方 、 二 人 が話 して いる間、 Serena
は 「悪意 や恐 ろ しい危 険が潜 んで いるか も しれぬ とい う懸念 は少 しも抱かず」
`Without suspect of ill or daungers hidden dred'(VI.童.23)、 野 に さ
まよい出 る。 す る と、 突然森 の中 か ら百 の舌 を持つ怪物 「か しま しい獣」 が
飛 び出 し、Serenaを くわえ て走 り去 る。 Serenaは 、悲鳴 を聞 いて駆 けっ け
たCalidoreとGalepineに救 出され るが、獣 に両脇 を噛 まれて瀕 死 の重 傷
を負 う。
 このエ ピソー ドがRaleghとElizabeth Throckmortonの 秘密 結 婚 の歴
史的 ア レゴ リーであ るこ とは よ く知 られ るところで あるが、 この事件 に関す
る資料 は比 較 的乏 し く、Elizabethの 兄Sir Arthur Throckmortonの 日
記が最 も正確 な手 がか りとされて い る。22)1591年 の後 わ り頃、Raleghは エ
リ ザ ベ ス 女 王 の 女 官(Maids of Honour)の 一 人 、 Elizabeth
Throckmortonと 秘 密 裡 に結婚 す る。 Sir Arthur Throckmortonは 、11
月19日 に初ﾘて 妹 の結婚 の事実 を知 らされて いる。 そ して、翌年3月29日 、
Elizabethは 男児 を出産す る。 Elizabethは 、 出産後 、 お そ ら く4月 後半 に
再 び宮廷 に伺候 す るが、5月 に二人 の結婚 は女王 の知 ると ころ とな る。寵 臣
が内密 に結婚 してい た こと、 そ して既 に子供 まで設 けて いる ことに激 怒 した
女王 は、 二人 を宮 廷か ら追放 し、 ロン ドン塔 に監禁す る。
 Spenserは 、友人 の この事件 を先ず第3巻 で取 り上げ、 エ リザ ベス女 王 を
表 した もの とされ るBelphaebeの 、従者Timiasに 対す る誤 解 と不 興 、 追
放 されたTimiasの 苦悩 、そ して二人 の和解 を描 いた一 連 のエ ピ ソー ドを
書 いて いる。William A. Oramが 指摘 す るよ うに、 Raleghの 秘 密 結婚 の
ア レ ゴ リー は、"relation between courtship and sexuality, public
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function and private love"に 対す るSpenserの 一貫 した興味 を示 して い
る。23)批 評家達 の関心 は、女 王 とRaleghの 関 係 に集 ま る傾 向が あ り、 それ
を主題 と した第3巻 のBelphoebeとTimiasのエ ピソ― ドの解 釈 が盛 んで
あ るのに対 し、SerenaとElizabeth Throckmortonと の関連 の研究 は従来
あ ま り行 わ れ て こ なか っ た よ う に 思 わ れ る。24)ち ょ う どElizabeth
Throckmortonが 歴史 の蔭 に隠 れて いるよ うに、 Serenaも またSpenser批
評 史 に お いて は 日の 当 らぬ存 在 で あ っ た。 しか し、Serenaは ま さ に
Raleghが その詩 の中 で妻 につ けた名前 で あ り、25)中傷 の ア レゴ リー で あ る
「か しま しい獣」 の犠牲 にな るのが、詩 全篇 を通 じてTimiasとSerenaの
二 人 だ けで あ る ことな どを考 慮 して も、 この エ ピ ソー ドは、Raleghと
Elizabethの 秘密結婚 が二 人 にもた ら した苦難 、即 ち宮 廷の 醜 聞 と中 傷 に
焦点 を当ててい る点 で興 味深 い。
 Raleghの 秘密結婚 に対 す るSpenserの 道 徳 的立 場 の曖 昧性 は、 常 に批
評家達 によって指摘 されて きた。26)こ れ はま さに、パ トロ ンに依存 す る と こ
ろの大 きか った宮廷詩人 の苦慮 を表 して い る。The Faerie Queeneは 、 エ
リザベ ス女王 に捧 げ られた ものと して出版 され、巻頭 には女王 への献呈 の言
葉 が付 された。一方、1590年 に前半 の3巻 が出版 された時は、詩人 がRalegh
に宛 てた手紙 が巻末 に載 せ られてい る。 この二人 のパ トロ ンが争 うという状
況 にあ って、 どち らか一 方を支持 す るこ とは禁物 で あ り、Spenserに と って
何 よ り重 要であ ったの は-ま た この事件 を寓意化 して出版 した最大の目的は-
二人 の仲 を修復 す ることにあ ったろ う。
 この結 果、第6巻 にお けるSerenaの 災難 の扱 いは、 非常 に微妙 な もの と
な って い る。上 に述 べたエ ピソー ドで は、一見Serenaは 「か しま しい獣 」
の 被 害 者 で あ る よ う に 思 わ れ る 。 っ ま り 、RaleghとElizabeth
Throckmortonに 寄せ る詩人 の同情 が ここで示 され、 二 人 は中傷 の犠 牲者
として弁護 されてい る。 しか し同時 に、Serenaの 秘 め た恋 が非 難 の対 象 に
な ってい ると見 ることも可能 で ある。 これ は、Calepineと は ぐれたSerena
が偶然 出会 ったTimiasと 共 に隠者 を 訪 れ る場 面 に最 もよ く表 れ て い る。
 ..
隠者は、二人が 「か しま しい獣」 に受けた重傷を治療する唯一の方法として、
次のような忠告を与える。
Abstaine from pleasure, and restraine your will, 
Subdue desire, and bridle loose delight, 
Vse scanted diet, and forbeare your fill, 
Shun secresie, and take in open sight: 
So shall you soon repaire your present euill plight. 
                               (VI. vi. 14)
前半 の3行 で説かれる中庸の精神 は、宮廷愛の伝統にも見 られる教訓である
が、27)内緒事を避けるようにとの忠告は、先 に述 べたよ うに、恋愛 のプラ
イバ シーを重ん じた宮廷愛の価値観とは完全に異なる。これはむしろ、公然
な男女関係を主張 したプロテスタントの恋愛観を示 している。
 Serθnaが 快 楽 に耽 け っ た こ とを とが め られ て い る点 も重 要 で あ る。
RaleghとElizabeth Throckmortonの 秘密 結 婚 が、 他 の宮 廷人 に よ る同
様 の事件 よ りもさ らにスキ ャ ンダ ラスであ り、 またよ り厳 しく罰 せ られ た理
由 の一 っに、 結婚 とElizabethの 妊娠 が重 な ったことが挙 げ られ る。Ralegh
の初期 の伝 記作家 達の間 で は、Elizabethは 結婚 す る前 に不 義の子供 を出産
していた とす る説 が有力 であ った。28)妊 娠 ・結婚 の前 後 関係 の真 偽 の ほど
は明 らかで はないが、秘密結 婚が性的 な側 面か ら 醜 聞 の的 にな りやす か っ
た ことは先 に述 べた通 りであ る。Ann Rosalind Jonesは 、 宮廷 女 性 の心
得 を説 いた16世 紀 の礼儀作 法書 の研究 の中で、宮廷婦人、 と りわ けmaids
of honourと 呼 ばれ る女官 達の貞節 が、彼 女 達 が仕 え る女王 の評 判 に影 響
を及 した こ とを書 いて い る。29)当 時 は、 女 性 の名 誉(honour)は 貞 節
(honesty)と 同義 であ った。 純潔 の象徴 と して崇 め られ、 宮 廷 の風 紀 に も
とりわ け敏感 であ ったエ リザ ベス女王 が、 女官 の不祥事 に激怒 した ことは想
像 に難iくない。
隠 者 の もとで傷 を癒 した Serenaは 、 別 れ た ま ま に な って い る恋 人
67一
Calepine探 索の旅を続ける。我身の不運をひとしきり嘆 き、 自分を置 き去
りにした恋人への恨み言を述べた後、旅の疲れか らSerenaは 深い眠 りにっ
く。するとその近辺に住む食人族が現れ、Serenaを 先ず 自分達 の神へ の生
にえとして捧げてか ら、皆で食べるということを決定する。野人達の司祭 は
聖なる儀式の準備にとりかかる。
The Priest him  self  e a garland doth compose 
Of finest flowers, and with full busie care 
His bloudy vessels wash, and holy fire prepare. 
                            (VI. iii. 39)
Serenaが 目を覚 ます と、食人族 は歓喜 の叫 び声 を上 げ、 彼 女 の服 を剥 ぎ取
る。 鳴 き叫ぶSerenaの 裸身 が淫乱 な野人 の前 に さらされ る。
Her yuorie necke, her alabaster brest, 
Her paps, which like white silken pillowes were, 
For loue in soft delight thereon to rest; 
Her tender sides, her bellie white and clere, 
Which like an Altar did it selfe vprere, 
To offer sacrifice diuine thereon; 
Her goodly thighes, whose glorie did appeare 
Like a triumphall Arch, and thereupon 
The spoiles of Princes hang'd, which were in battel won. 
                             (VI.  viii. 42)
 この場面 は、 明 らか に祝婚歌(epithalamium)の モチ ー フの パ ロデ ィー
にな って いる。 司祭が準備す る聖 な る炎 は、mマ の結婚式の習慣 に由来 し、
Spenserは 同様 のイ メー ジを第1巻 の巻末 で描 かれ るRed Cross Knightと
Unaの 婚 約式 の場面 で用いて いる。 同様 に花 輪 もま た、 詩 人 が花嫁 を描写
す るの に特 に好んで用 いたイ メー ジで あ る。30)す ぐ上 で 引用 したSerena
の裸体 の描写が、中世か らル ネサ ンス期 にかけて祝婚歌 の手本 とされた聖書
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のSong of Solomonの 模倣 で ある ことは、 繰 り返 し批評 家 達 によ って指
摘 されて いる。31)こ のす ぐ後 に、食 人族の角笛 が 「森 をそ の音 で震 わ せ る」
`made the wood to tremble at the noyce'(VI.ﾘ.46)が 、結婚 を祝 う
人間 の歓喜 に呼応 して丘 や森 が こだます る様子 に言及す るのは、 古典的祝婚
歌の常套 であ った。32)「全 ての森が応 え、 その こだ まは鳴 り響 く」`all the
woods shal answer and thθyr eccho ring'は 、 SpenserのEpithalamion
の有名 な リフ レイ ンで あ る。
 A.C. HamiltonはThe Faerie Queeneの 註釈 の中で、 この エ ピソ ー ド
を"the sexual phantasies of a woman in love"と 解釈 し、 Serenaが 捧
げ られ る祭壇 は新 婚 の床 を表 して い る と して い る。 た しか に、Serenaは
「深 い眠 りに落 ちて い る」`drowned in the depth of sleepe'(VI.ﾘ.36)
と ころを食人 族 に襲われ、全 て の暴挙 は闇の中で行 われる。食人 族 によ る暴
行 を、Serenaの 心理 が作 り出 した一種 の夢想 と見 ること は十 分 可能 で あ る
よ うに思 われ る。 こ こで当然、食人族 によ って全裸 にされ る とい う特異 な悪
夢 とな って現 れ るSerenaの 恐怖 とは一体 何 に対 して向け られた もので あ っ
たのか、 とい う疑 問が生 じて くる。Catherine Batesは 、祝 婚 歌 は、 新婚 初
夜 の 花 嫁 の 叫 び 声 を 祝 宴 客 の 喚 声 で か き 消 し、"ritualize(even
institutionalize)aggressive physical mastery over the female body"
とい う目的を元来 有 して いた と述 べてい る。33)と す れば、Serenaが 儀式 的
に全裸 に され、 その叫 びが彼女 を取 り囲んだ野人 の声 に圧 され る擬似祝婚歌
風 の場面 は、性交 渉 とい う男女 関係 の最 も私的 な部分 まで も公 にす る結婚式
に対 して女性 が抱 く、不 安 と恐怖 を劇 的に表現 して い ると言 え よう。
 食人族 を、加害 者 としての みで はな くSerenaの 妄想 と して解 釈 す ると、
道徳 的ア レゴ リー においてSerenaが 果たす役割 は、極 めて曖昧 な もの とな
る。 「か しま しい獣」 に噛 まれたSerenaは 噂 の犠牲者 のよ うに見え るが、
隠者 の忠 告 は彼女 の恋愛 の秘密性 を とがめて いるよ うに もとれ る。 同様 に、
Serenaを 襲 う野人 は 醜 聞 の具象化 された もの だが、 一方 でSerenaの プ
ライバ シーへ の執 着、公 的社会 への過度 の恐怖が問題視 されてい るとも言 え
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る。Serenaは 、 間 一 髪 の と こ ろ でCalepineに 救 わ れ る が 、 裸 身 で あ る こ
と を 恥 じて 、 恋 人 に 名 乗 る こ と は お ろ か 礼 す ら 言 お う と し な い 。"she must
learn that a truly courteous person looks at the things from other
people's points of view, not simply for her own"と 、 Serenaの 社 会 的 配
慮 に 欠 け る 自 己 中 心 性 を 指 摘 す る 批 評 家 も い る 。34)
 私 が知 る限 り、Serenaと 食人族 の エ ピソー ドをRaleghの 秘 密 結婚 との
関連 で解釈 した研究 はなか ったよ うに思 う。 しか し、Raleghが 妻 につ け た
Serenaと い う名、 そ して食人族 というキ ャラク ターか ら、 エ リザ ベス女 王
の宮 廷 の人 々が連想 した人物 は唯一人 で あ った ろ う。Raleghは 当代一 の探
険家で あ り、食人族 に関す る考察 も残 して い る。Spenserは 、 Serenaを 襲 う
食人族 を 「冒険的 な取 り引 きによ り栄 え る こともせず 、貧 しい人 々の労 力 に
寄 生 す る」`ne did giue/Them selues to any trade,..Or by
adventurous marchandize to thriue;/But on the labours of poore men
to feed'(VI.面.35)と 描写 して い る。 これは、 宮 廷 人 に対 す る痛烈 な皮
肉 にも聞 こえ、"aduenturous marchandize"は 数 々の航海、 冒険 で身 を成
したRaleghへ の 賛 辞 と とれ る。35)恋 愛 を め ぐる 公 私 の葛 藤 に対 して
Raleghが 取 った行動 は、 プ ライバ シ―を社 会か ら完全 に切 り離す ことであっ
た。 しか し、本論 で見て きたよ うに、社 会 とのバ ランスを欠 いた恋愛 ・結婚
に対 して、Spenserは 一貫 して懐 疑的、 む しろ否定 的で す らあ った と言 え よ
う。
結 び
Sunne of the world, great glory of the sky, 
That all the earth doest lighten with thy rayes, 
Great Gloriana, greatest  Maiesty, 
Pardon thy shepheard, mongst so many layes, 
As he hath sung of thee in all his dayes, 
To make one minime of thy poore handmayd,
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And vnderneath thy feete to place her prayse, 
That when thy glory shall be farre displayd 
To future age of her this mention may be made. 
                             (VI.  x . 28)
第6巻 の ク ラ イ マ ッ ク ス で あ るColin Cloutの ヴ ィ ジ ョ ン の 締 め く く り は 、
publicとprivateの融 合 ‐Donald Cheneyの 言 葉 を 借 りれ ば ―"conjuring
up his private lady in the midst of the poem's public landscape"に
な っ て い る 。36)詩 人 のpersonaで あ るColinは 、 自 分 の 恋 人 を 賛 美 し た こ
と に 対 し て 、 エ リ ザ ベ ス 女 王 の 許 し を 請 う。 詩 人 の 恋 人 の 名 は 言 及 さ れ ず 、
そ れ は あ く ま で ア レ ゴ リ ー と し て 隠 さ れ て い る 。 し か し 「偉 大 な る 」
Gloriana、 エ リ ザ ベ ス 女 王 に 捧 げ た 叙 事 詩 と い うpublicな 詩 の 中 に 、
Spenserは こ う し て そ の 私 の 部 分 を 織 り混 ぜ る の で あ る。
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